
＊)メダカのライフサイクル試験等の結果　

http://www.env.go.jp/chemi/end/speed98/speed98-20.pdf 

Ａ：ビテロジェニン産生試験および、パーシャルライフサイクル試験を

実施した結果、所見は認められなかった。 

Ｂ：ビテロジェニン産生試験および、パーシャルライフサイクル試験を

実施した結果、内分泌攪乱作用とは関連のない所見が認められた。 

Ｃ：ビテロジェニン産生試験および、パーシャルライフサイクル試験を

実施した結果、明らかな内分泌攪乱作用とは言えないが、内分泌 

　攪乱作用に関連する所見が認められた。 

Ｄ：ビテロジェニン産生試験および、パーシャルライフサイクル試験を

実施した結果、上記ＢおよびＣが認められた。 

Ｅ：ビテロジェニン産生試験、パーシャルライフサイクル試験および、フ

ルライフサイクル試験を実施した結果、内分泌攪乱作用と関連する

所見および、関連のない所見が認められたが、明らかな内分泌攪乱

作用とは言えなかった。 

Ｆ：ビテロジェニン産生試験、パーシャルライフサイクル試験および、 

　フルライフサイクル試験を実施した結果、内分泌攪乱作用と関連 

　する所見が認められ内分泌攪乱作用を有することが強く推察された。

なお、内分泌攪乱作用とは関連のない所見が認められた。 

＊＊)ラットの１世代試験の結果　

http://www.env.go.jp/chemi/end/speed98/speed98-19.pdf 

Ｐ：影響が既に認められている用量未満で有意な反応が認められたが、

生理的変動の範囲内であると考えられた。 

Ｑ：影響が既に認められている用量未満で有意な反応が認められたが、

その意義については今後の検討課題とする。 

Ｒ：上記Ｐおよび、Ｑが認められた。 

Ｓ：上記Ｐおよび、Ｑが認められた。（影響が既に認められている用量に

代えて女性ホルモン（エチニルエストラジオール）を用いた。） 

ペンタクロロフェノール Ａ Ｒ フタル酸ジエチル B     Ｐ 

アミトロール C Ｐ 2，4-ジクロロフェノール Ｄ     Ｐ 

塩化トリブチルスズ Ｄ Ｒ アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル Ｄ     Ｐ 

塩化トリフェニルスズ B Ｒ ベンゾフェノン Ｄ     Ｒ 

4-ノニルフェノール（分岐型） Ｆ Ｓ 4-ニトロトルエン Ｄ     Ｒ 

4-ｔ-オクチルフェノール Ｆ Ｓ オクタクロロスチレン A     Ｒ 

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル C Ｐ フタル酸ジペンチル Ｂ     Ｐ 

フタル酸ブチルベンジル B Ｑ フタル酸ジヘキシル B     Ｒ 

フタル酸ジ－ｎ－ブチル Ｅ Ｐ フタル酸ジプロピル Ｂ     Ｒ 

フタル酸ジシクロヘキシル Ｄ Ｒ  
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表１  19物質の調査結果 






